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阿智村教育委員会 平成 30年８月定例会会議録 

 

○ 会議日時 平成 30年８月 21日(火)  午後１時 30分 

 

○ 会議場所  阿智村保健センター集会室 

 

○ 出席者  教育長：黒柳紀春 教育長職務代理：塚田紀昭 

委 員：熊谷紀夫 委員：原彰彦  委員：熊谷 歩 

【事務局】 

保育園長：原 満（全体進行） 

公民館兼社会教育係長：石原哲成  

子育て支援室長：島岡佐喜子 学校教育係：村田浩一 

学校教育専門主事：羽生武彦 

（欠席者 教育次長：熊谷修一、学校給食係長：佐藤卓郎）  

 

１ 教育長あいさつ 

 ・夏季休業中、村内保育園・小中学校から格段の事故やトラブルの報告はなく、

無事に始業式を迎えられそうである。全国大会に出場した小学生女子バレ－ボ

－ルチームは予選リ－グで惜敗、中学生女子バレ－ボ－ル部は現在、島根県松

江で開催されている中体連全国大会に出場中である。 

 ・夏季休業中に実施した教育委員会関係の諸事業（海外研修、教職員研修２回、

通学路のブロック塀安全点検、等）は無事終了した。 

 

２ 協議事項 

（1）教育委員会関係８月及び９月補正予算について 

 （歳入） 

  ・地域発元気づくり支援金（社会教育係） 

 （歳出） 

  ・智里西保育園改築工事（保育園係 ８月補正） 

  ・特別支援員賃金（学校教育係） 

  ・文化財保護費（社会教育係） 

 （塚田委員） 

   保育所工費約１億 2,500円から 500万円を縮減した内訳は何か。 

 （教育長） 

    トップライト（天窓）の取り止め、遊戯室の天井板のデザイン変更、調理

器具類の見直し等であり、これによって工費の縮減、工期の短縮を図った。 

  （塚田委員） 

    天窓は漏水の可能性もある。天井板のデザインもシンプルな方が良い。 
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   縮減に努めてほしい。 

  （塚田委員） 

   特別支援員は村でなく県からの負担があるのではないか。 

 （教育次長） 

   県費負担はなく、従来から村で賃金を支払っている。 

（原委員） 

    文化財保護費については、講師謝礼や印刷製本費、講談脚本等、無駄にな

らないようきちんと計画を立てて進めてほしい。 

・事務局案を承認 

 

（2）後援申請について 

   ① 「阿智村浪合地域探訪」（伊那史学会・伊那谷地名研究会共催） 

② モラロジー生涯学習セミナー（公益財団法人モラロジー研究所） 

    ・２件を承認 

 

（3）その他 

   

３ 報告・連絡事項 

（1）各係からの報告 

   ・平成 31年度日本福祉大学自治体推薦入試について（学校教育係） 

   ・小中学校通学路ブロック塀の安全点検について（学校教育係） 

   ・千葉家古文書県宝指定について（社会教育係） 

   ・保育園・小学校運動会の教育委員会出席について（保育園係） 

   ・第 62回長野県市町村教育委員会研修総会について（総務係） 

  （塚田委員） 

    通学路のブロック塀で危険性のある民家への周知を図ってほしい。また、

改修等に対して村で補助金をつける取り組みがあるとよい。 

 （2）９月定例教育委員会の開催日について 

・９月 25日（火）午後１時 30分  

（3）その他 

（閉会 午後２時 40 分） 

 

 

                   教育委員 署名・捺印 


